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○当ファンドは、投資信託約款において運用報告書
（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法により
ご提供する旨を定めております。右記＜照会先＞
ホームページにアクセスし、「基準価額一覧」もし
くは「ファンド検索」から当ファンドのファンド名
称を選択することにより、ファンドの詳細ページに
おいて運用報告書（全体版）を閲覧およびダウン
ロードすることができます。

○運用報告書（全体版）は、受益者のご請求により交
付されます。交付をご請求される方は、販売会社ま
で、お問い合わせください。

＜照会先＞
● ホームページアドレス

http://www.am.mufg.jp/
● お客さま専用フリーダイヤル

0120-151034
（受付時間：営業日の午前９時～午後５時、
土・日・休日・12月31日～１月３日を除く）

東京都千代田区有楽町一丁目12番１号

国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり）
２０１３－０７

単位型投信／内外／資産複合

第７期（決算日：2017年２月13日）

作成対象期間
（2016年８月13日～2017年２月13日）

第７期末（2017年２月13日）

基準価額 10,431円

純資産総額 3,650百万円

騰落率 0.1％

分配金合計 130円

（注）騰落率は分配金再投資基準価額の騰落率で表示しています。

受益者のみなさまへ
投資家のみなさまにはご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。
国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７は、このたび第７期の決算を行いました。
当ファンドは、世界各国の金融機関が発行する永久劣後債と優先証券等を主要投資対象とします。取得時に
おいて当ファンドの信託期間終了前に繰上償還が見込まれる永久劣後債と優先証券を中心に投資すること、
および外貨建資産については、原則として対円で為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはかることによ
り、高水準のインカムゲインの確保と信託財産の成長をめざして運用を行うことを目的としております。
当期は、米国の国債金利が上昇したことなどがマイナスに作用したものの、保有銘柄の利息収入を得られた
ことなどがプラス寄与したことから、基準価額（分配金再投資ベース）は小幅に上昇しました。ここに運用
状況をご報告申し上げます。
今後については、引き続き、世界各国の金融機関が発行する永久劣後債と優先証券等への投資を維持し、取
得時において当ファンドの信託期間終了前に繰上償還が見込まれる永久劣後債と優先証券を中心に投資する
方針です。外貨建資産については、原則として対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減をはかる方
針です。
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７
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分配金再投資基準価額（左目盛）

基準価額等の推移

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第７期：2016/８/13～2017/２/13）

基準価額の動き
基準価額は期首に比べ0.1％（分配金再投資ベース）の上昇となり
ました。

第７期首：10,547円
第７期末：10,431円

（既払分配金 130円）
騰落率 ： 0.1％

（分配金再投資ベース）

・当ファンドの値動きを表す適

切な指数が存在しないため、

ベンチマーク等はありませ

ん。

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの

運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なり、ま

た、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留意くださ

い。

・単位型投資信託は実際には分配金は再投資されませんのでご留意ください。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
保有銘柄の利息収入を享受したことなどが、基準価額の上昇要因となりま
した。

下落要因
米国の国債金利が上昇したことなどが、基準価額の下落要因となりまし
た。
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

１万口当たりの費用明細 （2016年８月13日～2017年２月13日）

項目
当期

項目の概要
金額 比率

(a) 信託報酬 60円 0.571％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数

÷年間日数）

(投信会社) (29) (0.275) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算

出、目論見書等の作成等の対価

(販売会社) (29) (0.275) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情

報提供等の対価

(受託会社) ( 2) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実

行等の対価

(b) その他費用 1 0.008 (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

(保管費用) ( 1) (0.006) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる

費用

(監査費用) ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合計 61 0.579

期中の平均基準価額は、10,535円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法によ

り算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたも

ので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

最近５年間の基準価額等の推移について （2012年２月13日～2017年２月13日）

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの

運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なり、ま

た、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留意くださ

い。

・分配金再投資基準価額は、設定時の値を基準価額と同一となるように指数化しています。

・単位型投資信託は実際には分配金は再投資されませんのでご留意ください。

最近５年間の年間騰落率

－ －
2014/２/12 2015/２/12 2016/２/12 2017/２/13

期初 決算日 決算日 決算日
基準価額（円） － － 10,550 10,849 10,451 10,431
期間分配金合計（税込み）（円） － － － 260 260 260
分配金再投資基準価額騰落率 － － － 5.3％ －1.3％ 2.3％
純資産総額（百万円） － － 7,010 6,450 5,036 3,650

・ファンド年間騰落率は、収益分配金（税込み）を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものです。実際のファンドにおいては、分配金を再投資するか否かは受益者ごとに異なり、また

課税条件によっても異なるため、上記の騰落率は一律に受益者の収益率を示すものではない点にご留意ください。

・騰落率および期間分配金合計については、年間の値を表示しており、期間が１年に達していない場合には表示していま

せん。

当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

投資環境について （第７期：2016/８/13～2017/２/13）

◎社債市況
・期を通じてみると、欧米の金融機関の永久劣後債・優先証券市場は上昇しました。
・当期は、米国の好調な経済指標や投資家心理の改善などに加え、足下の低金利環境下に
おいて利回りを求める投資家の動きが加速したことなどを背景に、欧米の金融機関の永
久劣後債・優先証券市場のスプレッド（国債との利回り差）は縮小して始まりました。
2016年９月に入り、ドイツ銀行に対して米司法当局が巨額の賠償金支払いを要求したと
報じられると、同行に対する懸念が一時的に高まり、市場はやや調整しました。

・11月初めには、英国の銀行であるスタンダード・チャータード社が永久劣後債のコール
（繰上償還）を見送る方針であると報じられ、投資家の慎重姿勢が強まりました。同債
券および同債券と類似したスキームを持つ一部の債券には売りが見られたものの、欧米
の金融機関の永久劣後債・優先証券市場全体への波及は限定的でした。また、11月末に
英国でストレステスト（健全性審査）の結果が発表され、一部の銀行が不合格となった
ものの、市場全体への影響は限定的で、年末にかけてはクリスマス休暇入りしたことか
らレンジ内の薄商いの展開となりました。

・2017年以降は、米国の良好な経済指標や米国トランプ新政権への政策期待などから投資
家のリスク選好度が高まり、欧米の金融機関の永久劣後債・優先証券市場のスプレッド
は堅調となり期末を迎えました。

当該投資信託のポートフォリオについて

・当ファンドは、世界各国の金融機関が発行する永久劣後債と優先証券等を主要投資対象
とします。

・取得時において当ファンドの信託期間終了前に繰上償還が見込まれる永久劣後債と優先
証券などを中心に投資しました。
※繰上償還とは、早期償還や買入消却等による償還をいいます。一般的に、永久劣後債と優先証券には繰上償還条

項が付与されており、繰上償還の場合には額面で償還されます。

・種別組入比率は、永久劣後債と優先証券等が高位となりました。
・銘柄選定においては、過去のコール実績、コールに対する経営スタンス、経済合理性等
を総合的に勘案し、組み入れの可否および組入比率を検討・調整しました。

・ユーロ、英ポンド、米ドルの外貨建資産については、対円で為替ヘッジを行い、為替変
動リスクの低減をはかりました。

・前記の運用を行った結果、米国大統領選挙以降、今後の財政拡大期待やインフレ期待の
上昇などを背景として米国の国債金利が上昇したことがマイナスに作用したものの、保
有銘柄の利息収入を得られたことなどがプラス寄与し、基準価額（分配金再投資ベー
ス）は小幅に上昇しました。
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

（ご参考）
ポートフォリオの特性値

期首
（2016年８月12日）

期末
（2017年２月13日）

平均終利 4.0％ 1.7％

平均直利 6.2％ 6.2％

平均残存年数 0.9年 0.4年

平均格付 ＢＢＢ ＢＢＢ

格付別組入比率

格付種類

期首
（2016年８月12日）

期末
（2017年２月13日）

比率 比率

ＡＡＡ － －

ＡＡ － －

Ａ 21.3％ 27.8％

ＢＢＢ 66.2％ 67.8％

ＢＢ 6.8％ －

Ｂ － －

・平均終利（複利最終利回り）とは、償還日までの利息または配当収入とその再投資収益および償還差損益も考慮した利

回り（年率）をいいます。

・平均直利（直接利回り）とは、利息または配当収入部分にのみ着目した利回りで、証券価格に対する利息または配当収

入の割合（年率）をいいます。

・平均残存年数は、繰上償還条項が定められている証券については、次回の繰上償還の可能日に償還されるものとして計

算しています。

・平均格付とは、基準日時点において当ファンドが保有している証券の信用格付を純資産総額に対する当該証券の組入比

率で加重平均したものであり、当ファンドに係る信用格付ではありません。

・比率とは、当ファンドの純資産総額に対する割合です。

・格付は、Ｓ＆Ｐ、Moody's、Fitchの格付のうち、上位の格付をＳ＆Ｐの表示方法で表記しています。（出所：

Bloomberg）

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありませ
ん。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

CS5_17293319_02_os7三菱UFJ国際_金融機関債F（為替ヘッジあり）201307_交運_運用経過.indd   5 2017/03/23   13:04:38



6

国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の
通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、
信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配金】

決算期 １万口当たり分配金（税込み）

第７期 130円

今後の運用方針

◎運用環境の見通し
・Ｇ－ＳＩＦＩｓ※をはじめとする欧米の大手金融機関の自己資本比率は改善傾向にあ
り、手元流動性の厚みが増すなど安定性が高まっていることなどから、良好なファンダ
メンタルズは今後も維持され、永久劣後債・優先証券の利回り低下（価格上昇）に寄与
すると見込んでいます。また、投資家心理の悪化や市場流動性の観点から短期的に値動
きが不安定となる局面も想定されますが、バーゼルⅡの下で発行されてきた永久劣後債
および優先証券については、新規の起債供給のない閉ざされた市場で、繰上償還などに
より市場規模は縮小の方向にあることに変わりなく、スプレッドは安定的に推移すると
みています。
※Global Systemically Important Financial Institutionsの略で、各国の金融監督当局等で構成され国際金融に

関する措置・規制・監督等の役割を担う金融安定理事会（ＦＳＢ）によって選定されるグローバルな金融システ

ムの維持・安定に欠かせない重要な金融機関のことをいいます。

◎今後の運用方針
・引き続き、世界各国の金融機関が発行する永久劣後債と優先証券等への投資を維持する
方針です。

・取得時において当ファンドの信託期間終了前に繰上償還が見込まれる永久劣後債と優先
証券を中心に投資する方針です。

・外貨建資産については、原則として対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を
はかる方針です。
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

お知らせ

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差
益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興特別所得税が付加され、20.315％（所得税
15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われま
す。））の税率が適用されます。

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取

り扱い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。

当該投資信託の概要

商 品 分 類 単位型投信／内外／資産複合

信 託 期 間 2017年７月21日まで（2013年７月19日設定）

運 用 方 針
高水準のインカムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行いま
す。

主要投資対象 世界各国の金融機関が発行する永久劣後債および優先証券等

運 用 方 法

・世界各国の金融機関が発行する永久劣後債および優先証券等を主要投資対
象とし、高水準のインカムゲインの確保と信託財産の成長を目指します。

・ポートフォリオの当初構築時において、当ファンドの信託期間終了前に繰
上償還が見込まれる永久劣後債と優先証券を中心に投資します。

・外貨建資産については、原則として対円で為替ヘッジを行い、為替変動リ
スクの低減をはかります。

分 配 方 針

毎年２月12日および８月12日（休業日の場合は翌営業日とします。）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の範囲は、元
本超過額または経費控除後の配当等収益のいずれか多い額とします。基準価
額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額を決定します。
（ただし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わないこともありま
す。）
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

○上記は、2012年２月から2017年１月の５年間における１年騰落率の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表的な

資産クラスについて定量的に比較できるように作成したものです。

＊ファンドについては2014年７月～2017年１月の同様の騰落率を表示したものです。

○各資産クラスの指数

日本株　：ＴＯＰＩＸ（配当込み）

先進国株：ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）

新興国株：ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）

日本国債：ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）

先進国債：シティ世界国債インデックス（除く日本）

新興国債：ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

※詳細は最終ページの「指数に関して」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しています。

・全ての資産クラスがファンドの投資対象とは限りません。

・ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

・騰落率は直近前月末から60ヵ月遡った算出結果であり、ファンドの決算日に対応した数値とは異なります。
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

組入上位10銘柄

（組入銘柄数：15銘柄）
銘柄 種類 国 業種／種別 比率

１ 5.55 MORGAN STANL 170427 債券 アメリカ 社債 14.6％

２ STEP SOCIETE 490429 債券 フランス 社債 14.4％

３ STEP LEGAL & GENE 490529 債券 イギリス 社債 9.8％

４ STEP ELM BV 490429 債券 スイス 社債 7.4％

５ STEP DANSKE BK 491229 債券 デンマーク 社債 7.0％

６ 8.25 AVIVA PLC 490429 債券 イギリス 社債 6.5％

７ STEP DANSKE BK 490329 債券 デンマーク 社債 5.9％

８ STEP BARCLAYS B 491129 債券 イギリス 社債 5.8％

９ VAR ROYAL BK OF S 220316 債券 イギリス 社債 5.7％

10 6 JP MORGAN 170705 債券 アメリカ 社債 4.9％

・比率は純資産総額に対する割合です。

・なお、全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報

告書（全体版）に記載されています。

純資産等

項目
第７期末

2017年２月13日

純資産総額 3,650,307,223円

受益権口数 3,499,401,657口

１万口当たり基準価額 10,431円

・当期中において

解約元本は655,517,664円です。

種別構成等

・比率は純資産総額に対する割合です。構成比率が５％未満の項目は「その他」に分類しています。

・国別配分の「その他」には、コール・ローン等のように、複数の金融機関等（国内外）を相手先とし他のファンドの余

裕資金等と合せて運用しているものを含みます。

外国債券

95.6％

コール・ローン等

4.4％

【資産別配分】

アメリカ

27.8％

イギリス

27.7％

フランス

19.8％

デンマーク

12.9％

スイス

7.4％

その他

4.4％

【国別配分】

円

97.4％

その他

2.6％

【通貨別配分】

当該投資信託のデータ

当該投資信託の組入資産の内容 （2017年２月13日現在）
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国際金融機関債ファンド（為替ヘッジあり） ２０１３－０７

指数に関して

○「ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較」に用いた指数について

ＴＯＰＩＸ（配当込み）
ＴＯＰＩＸ（配当込み）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数（ＴＯ

ＰＩＸ）に、現金配当による権利落ちの修正を加えた株価指数です。ＴＯＰＩＸ（配当込み）に関する知的財産権その

他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸ（配当込み）の算出もしくは公表の方法

の変更、ＴＯＰＩＸ（配当込み）の算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸ（配当込み）の商標の変更もしくは使用

の停止を行う権利を有しています。

ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）
ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国で構

成されています。また、ＭＳＣＩ コクサイ・インデックスに対する著作権及びその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に

帰属します。

ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）
ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、世界の新興

国で構成されています。また、ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックスに対する著作権及びその他知的財産

権はすべてMSCI Inc.に帰属します。

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）
ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩとは、野村證券株式会社が発表しているわが国の代表的な債券パフォーマンスインデックスで、

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）はそのサブインデックスです。わが国の国債で構成されており、ポートフォリオの投資

収益率・利回り・クーポン・デュレーション等の各指標が日々公表されます。ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）は野村證

券株式会社の知的財産であり、運用成果等に関し、野村證券株式会社は一切関係ありません。

シティ世界国債インデックス（除く日本）
シティ世界国債インデックス（除く日本）は、Citigroup Index LLCにより開発、算出および公表されている、日本を除

く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。

ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド
ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイドとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエル

シーが算出し公表している指数で、現地通貨建てのエマージング債市場の代表的なインデックスです。現地通貨建ての

エマージング債のうち、投資規制の有無や、発行規模等を考慮して選ばれた銘柄により構成されています。当指数の著

作権はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーに帰属します。
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